
重点取組
項目数

主な取組内容取組みテーマ 開催日 主な議題等

1
見守りの仕組みづく
り 8

区内２９の町内自治会において、訪問や防犯パトロール等を兼ねたさりげない見
守り活動に取り組んだ。

また、地区部会主催のいきいきサロンやふれあい食事サービス等の活動を通じ
て、高齢者の見守り活動を行った。

令和３年度

3
障害者を支える
仕組みづくり

2
高齢者を支える
仕組みづくり

6

※　記載については、下記１～３により、地域福祉専門分科会に報告する１～２事例をご紹介ください。

（別添記載例を参考としつつ、枠内に収まらない場合は、Ａ３裏面１枚の範囲で追加いただいて構いません。）区内１１地区部会において、区健康課やあんしんケアセンター、シニアリーダー
等の関係団体と連携し、９０か所でいきいきサロンが開催され、健康づくりや介護
予防に取り組んだ。

また、新型コロナウイルス感染症予防のため、グラウンドゴルフやラジオ体操
等、屋外活動に変更するとともに、フレイル予防の講座を開催するなど、心身の健
康づくりに取り組んだ。

議題２（承認事項）稲毛区支えあいのまち推進計画の推進状況（H30～R2）

議題３（依頼事項）第５期稲毛区支え合いのまち推進計画の策定について　他

議題４（依頼事項）稲毛区支え合いのまち推進計画　他

８月５日
（木）

（書面開催）

8 福祉教育・啓発 2

エリア内の小・中学校の児童・生徒に対し、いきいきサロンや行事等の地域活動
を通じて、福祉に対する意識の醸成を図った。

また、高齢者等に関するテーマで講座を開催し、福祉に関する普及・啓発に取り
組んだ。

7
担い手の拡大と
ボランティアの促進 9

いきいきサロン等の地域活動や町内自治会の広報を通じて、地域活動の担い手確
保に取り組んだ。

また、各地区部会が主催ボランティア講座を２３回開催し、ボランティア活動の
啓発と育成に取り組んだ。

今後の課題と方針

10
相談支援体制と
情報提供の充実 8

地区部会の広報誌や町内自治会の回覧等により、地域住民に対し情報提供を行っ
たほか、地域の行事やサロン活動などを通じて、相談支援体制の構築に取り組ん
だ。

今年度の振り返り 74

新型コロナウイルス感染症の影響により、いきいきサロンや敬老会等の実施に関
しては慎重にならざるを得ず、休止や中止の活動もある中、コロナ禍においても活
動できるよう、人数制限や屋外の活動に変更するなど、ニーズに沿った形で再開す
る地区部会も多く見られた。

（課題）
・活動に携わる人材の発掘と育成が急務となってきている。
・新型コロナウイルス感染症の状況下において安全を確保しつつ交流と介護予防を図る方法
を考えていく必要がある。
（方針）

これまでどおり、手指消毒やマスクの着用、ソーシャルディスタンス等の感染対策を取り
ながら、状況に応じた形で開催していきたい。

３　コロナ禍で活動を継続するために工夫している取組事例
（１）サロンの新規メニューとして、地区部会で「ボッチャ」の用具を購入し、地域住民の
交流に取り組んだ。また、担い手の養成を目的としていきいきサロンのリーダー養成講座を
実施した。
（小中台東地区部会）
（２）コロナ禍でも交流が図れるよう地域内の公園（３か所）を会場として、ラジオ体操を
実施した。
（緑・黒砂地区部会）
（３）「ふれあい食事サービス」が休止となったため、利用者へ絵手紙を配布し、その際に
状況等を伺った。（緑・黒砂地区部会）

２　コミュニティーソーシャルワーカー等の専門職が関わる支援の事例6
防犯・防災に対する
取組み 8

一部の町内自治会及び自主防災組織で防災訓練を実施したほか、避難所運営委員
会が区地域振興課と協力して、避難所開設訓練を実施するなど、防災意識の向上に
努めた。

また、毎年更新するエリア内の危険個所のマップを作成し、地域住民へ情報提供
を行った。

稲毛区支え合いのまち推進計画に準じた取組状況（令和３年度）総括表

9
地域のつながりづく
り 23

９０か所のいきいきサロン活動や１７か所の子育てサロンで高齢者や子育て世代
のつながりを作っているほか、小・中学校登下校時の声かけ挨拶運動や、行事等を
通じて住民同士の交流を図るなど、地域のつながりづくりに取り組んだ。

１　地域での取組みのうち、下記のような事例

区内１１地区部会において、区健康課やあんしんケアセンター、シニアリーダー
等の関係団体と連携し、計９０か所でいきいきサロンが開催され、地域内での交流
や介護予防に取り組んだ。

また、２９町内自治会での見守り活動や２か所での支え合い活動、高齢者施設と
連携して買い物支援を行うなど、高齢者の生活支援に取り組んだ。

第１回

第２回

議題１（承認事項）委員長・副委員長・広報委員の選出について

4
こどもと子育てを
支援する仕組みづく
り

3

区内１１地区部会において、区健康課や子育て支援団体と連携し、計１７か所の
子育てサロンが開催され、子育て中の親同士の交流などに取り組んだ。

また、子育てサロンの情報は、子育て支援団体の発行する冊子に掲載するなど、
情報提供を行った。

5 健康づくり

◆取組みテーマ別取組状況 ◆区支え合いのまち推進協議会開催状況

◆区の地域福祉に関する好事例等

（報告事項）令和３年度 第１回 稲毛区支え合いのまち推進協議会の書面開催
結果について

（議　題）第５期稲毛区支え合いのまち推進計画の策定について
4

１０月２７日
（水）

3
　区内の１地区部会で例年継続的に障害児者団体との交流会を行っている。

また、２地区部会の災害時避難所開設訓練において、障害を持つ住民の避難につ
いて計画上に盛り込むなど、障害者を支える仕組みづくりに取り組んだ。

資料２
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取組み
テーマ

令和３年度の取組みの方向性 令和３年度の実績
令和３年度の取組みにおいて
困難だった点・今後の課題

令和４年度の取組みの方向性

・新型コロナウイルス感染症の影響に
より、自宅に閉じこもりがちな高齢者
のフレイル予防。
・子育て関連の事業（イベント、サロ
ン、養成講座等）が開催できなかっ
た。

・地域で安心して活動ができるよ
う、従事者・参加者の安全を第一に
考え、コロナ禍でも取り組める内容
やその方法について地区内の福祉事
業者との連携も含めて検討を重ね、
実施していきたい。
　また、健康づくりや介護予防に関
する活動のため会場を増やすことも
含めて検討し、情報の収集・共有を
積極的に行い、活動に取り組んで行
きたい。

⑨ 地域の情報の収集と発信 10

地区部会が町内自治会や民生委員等、地域の活動に関する
情報を共有するとともに、広報紙（3回/年発行）等で情報の
発信に取り組んだ。

また、地区部会が町内自治会と連携し、高齢者等に関する
テーマで情報交換会を開催するなど、情報収集などに取り組
んだ。

　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう
中、感染予防を第一にしたうえで活動を再
開・拡大してゆく。
　特に昨年度に関わりを持つことが困難だっ
た高齢者の健康面に留意して取り組む。ま
た、活動に利用する施設との再開に向けての
調整について検討する。

⑧
健康づくりや介護予防の普
及・啓発

5

地区部会があんしんケアセンターや区健康課等と連携・協
力し、高齢者に対していきいきサロン（7/12か所 43回）を
行ったほか、ボッチャの体験会を2会場で開催するなどし、
健康づくりや介護予防の普及・啓発に取り組んだ。

地区の方が「本村」と呼ぶ園生町（一
部）をはじめ、小中台町、宮野木町（一
部）は、昔は山と田畑が広がっていた。
昭和50年代頃に宅地開発が進み、現在は
村時代からの古い住民と、戸建て、マン
ション等に住む新しい住民が交わってい
る。エリア内に小中学校が存在していな
い。 地区部会が町内自治会と連携し、高齢者等に関するテーマ

（ＳＤＧｓ、悪質商法、災害時のトラブル）で講座を開催
し、福祉に関する普及・啓発に取り組んだ。

①
あいさつから始まる地域との
関わり

9

⑥
地域での福祉教育の普及・啓
発

8

34町内自治会

【取組みテーマ】 １見守りの仕組みづくり 　２ 高齢者を支える仕組みづくり　 ３ 障害者を支える仕組みづくり
４ こどもと子育てを支援する仕組みづくり　５ 健康づくり　 ６ 防犯・防災に対する取組み
７ 担い手の拡大とボランティアの促進　 ８ 福祉教育・啓発　 ９ 地域のつながりづくり
10 相談支援体制と情報提供の充実

稲毛区支え合いのまち推進計画に準じた取組状況（令和３年度）個票

地域住民の参加による見守
り・支え合い

1･7

民児協において独居高齢者や高齢者世帯などに対し、日常
的な声かけや携帯用のあんしんカードを配布した。

また、一部の町内自治会が独自に作成したあんしんカード
を配布した。

地区部会が近隣の小学校（小中台小・小中台南小・園生
小・柏台小）と連携して、あいさつをテーマにした標語作品
を募集し、小中台公民館において、優秀作品の掲示並びに表
彰を行った。

また、各小学校で民生委員と青少年育成委員会が連携・協
力して登下校時のあいさつ運動に取り組んだ。

　【高齢化率】

28.1%

④

地区部会エリア 重点取組項目

　【人口・世帯数】

25,496人／11,559世帯

　【町内自治会数】

小中台東地区部会エリア

　【地域の特徴】
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取組み
テーマ

令和３年度の取組みの方向性 令和３年度の実績
令和３年度の取組みにおいて
困難だった点・今後の課題

令和４年度の取組みの方向性

④
地域住民の参加による見守
り・支え合い

1･7

3町内自治会において、一人暮らし高齢者等に対し、安否
確認等による地域住民主体の見守り活動に取り組んだ。

⑪
いざというときに必要な情報
把握や防災講座等の開催

6

地区部会が公民館との共催による地域での防災講座を企画
するとともに、自主防災組織での防災・避難訓練を実施し、
住民一人ひとりの防災意識の向上に取り組んだ。

地区部会が町内自治会や地域の関係団体と連携・協力し
て、いきいきサロン（5/5か所 45回）を実施し、多くの地
域住民の参加・交流の場づくりに取り組んだ。

　【地域の特徴】

古くは戦時中、その広大な原野は軍の
演習地として活用され、終戦後に開墾が
始まり、人々が転入して成った地域であ
る。エリアには内陸工業地帯が開発さ
れ、主に戸建てが立ち並ぶ。稲毛区の北
部に位置し、四街道市が隣接している。

③
地域で活動している人・組織
同士の連携・協力

9･10

地域交流・多世代交流を目的としたイベントが新型コロナ
ウイルス感染症の影響により中止となる中、地区部会が町内
自治会や民生委員等の関係団体と問題・課題の検証を行い、
今後の実施方法等について検討を行った。

　【高齢化率】

31.7%

②
地域のイベントなどを通じて
の地域交流・多世代交流

9

稲毛区支え合いのまち推進計画に準じた取組状況（令和３年度）個票
【取組みテーマ】 １見守りの仕組みづくり 　２ 高齢者を支える仕組みづくり　 ３ 障害者を支える仕組みづくり
４ こどもと子育てを支援する仕組みづくり　５ 健康づくり　 ６ 防犯・防災に対する取組み
７ 担い手の拡大とボランティアの促進　 ８ 福祉教育・啓発　 ９ 地域のつながりづくり
10 相談支援体制と情報提供の充実

地区部会エリア 重点取組項目

山王地区部会エリア

①
あいさつから始まる地域との
関わり

9

　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう
中、感染予防を第一にしたうえで活動を再
開・拡大してゆく。
　特に昨年度に関わりを持つことが困難だっ
た高齢者の健康面に留意して取り組む。
　また、高齢者の生活支援（買い物支援）で
協働している施設との連携をとり、今後の進
め方について検討する。

地区部会が小学校のセーフティウォッチャーと連携し、登
校時にあいさつ運動を実施し、活動を通じて地域のつながり
づくりに努めた。

・感染症対策と並行し、各事業開催の
実施有無について、事前に季節への対
応（寒冷・乾燥期など）を設定し中止
の準備をしたが、季節・気候と必ずし
も連動しなかった、そこで今後は実行
前提で、中止判断は機動的に三役が下
し、速やかな連絡体制の上で望むこと
にした。

・これまでどおり、手指消毒やマス
クの着用、ソーシャルディスタンス
等の感染対策を取りながら、状況に
応じた形で開催していきたい。

　【人口・世帯数】

17,007人／8,497世帯

　【町内自治会数】

11町内自治会
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取組み
テーマ

令和３年度の取組みの方向性 令和３年度の実績
令和３年度の取組みにおいて
困難だった点・今後の課題

令和４年度の取組みの方向性

地区部会が町内自治会や民児協、健康課などと連携して、
地域の高齢者を対象としたいきいきサロン（7/12か所 42
回）において健康体操や健康相談などを実施し、健康づくり
や介護予防の普及・啓発に取り組んだ。

　【地域の特徴】

戦時中、稲毛区役所、稲毛保健福祉セ
ンター等の敷地は戦車学校が建つ軍用地
であった。その後に開発が進み、エリア
には戸建て住宅、市営・県営住宅、マン
ション等が立ち並ぶ。文教のまちの呼称
でも親しまれ、公共機関（教育施設、行
政施設等）を内包する。

⑪
いざというときに必要な情報
把握や防災講座等の開催

6

一部の町内自治会において、防災訓練を行い災害時の支援
体制づくりに取り組んだ。

　【高齢化率】

25.1%

⑧
健康づくりや介護予防の普
及・啓発

2

稲毛区支え合いのまち推進計画に準じた取組状況（令和３年度）個票
【取組みテーマ】 １見守りの仕組みづくり 　２ 高齢者を支える仕組みづくり　 ３ 障害者を支える仕組みづくり
４ こどもと子育てを支援する仕組みづくり　５ 健康づくり　 ６ 防犯・防災に対する取組み
７ 担い手の拡大とボランティアの促進　 ８ 福祉教育・啓発　 ９ 地域のつながりづくり
10 相談支援体制と情報提供の充実

地区部会エリア 重点取組項目

轟・穴川地区部会エリア

③
地域で活動している人・組織
同士の連携・協力

9

新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう
中、感染予防を第一にしたうえで活動を再
開・拡大してゆく。

特に昨年度に関わりを持つことが困難だっ
た高齢者の健康面に留意して取り組む。

地区部会が敬老会を開催する一部の町内自治会に対し、感
染症対策費用として支援を行った。

・新型コロナウイルス感染症の影響で
活動が休止となったことや、担い手の
高齢化により、士気が低下し地域活動
に対して消極的になっている。

・町内自治会、民児協、あんしんケ
アセンター等の関係団体と連携して
内容を精査し、地域に必要な活動に
取り組んで行きたい。
・これまでどおり、手指消毒やマス
クの着用、ソーシャルディスタンス
等の感染対策を取りながら、状況に
応じた形で開催していきたい。

　【人口・世帯数】

10,950人／5,542世帯

　【町内自治会数】

20町内自治会

4



取組み
テーマ

令和３年度の取組みの方向性 令和３年度の実績
令和３年度の取組みにおいて
困難だった点・今後の課題

令和４年度の取組みの方向性

⑦
公共施設や空き店舗などを活
用した身近な居場所づくり

2･3
4･9

　地区部会が公民館や福祉施設と連携・協力し、いきいきサ
ロン（2/3か所　11回）、を実施し、住民同士が身近な場所
で気軽に集える居場所づくりに取り組んだ。

⑧
健康づくりや介護予防の普
及・啓発

5

　地区部会が区健康課と連携・協力して、高齢者を対象とし
た、いきいきサロン（2/3か所　11回）を行うなど、健康体
操や健康相談を通じて、健康づくりや介護予防の普及・啓発
に取り組んだ。

　地域交流・多世代交流を目的としたイベントが新型コロナ
ウイルス感染症の影響により中止となる中、地区部会が町内
自治会や民生委員等の関係団体と問題・課題の検証を行い、
今後の実施方法等について検討を行った。

　【地域の特徴】

南北に延びる稲毛区の最南に位置し、
昭和の埋め立てが始まる前は、浅間神社
の下に東京湾が広がり、あさりと海苔の
まちとして栄えた。エリア内にはＪＲ線
と京成線が走り、また、南部には国道も
敷かれており、どこへの移動も大変便利
である。

④
地域住民の参加による見守
り・支え合い

1･7

　地区部会が民児協や町内自治会と協力し、いきいきサロン
（2/3か所　11回）等を通じて、参加者への声かけによる見
守り活動に取り組んだ。

　【高齢化率】

21.8%

③
地域で活動している人・組織
同士の連携・協力

9

稲毛区支え合いのまち推進計画に準じた取組状況（令和３年度）個票
【取組みテーマ】 １見守りの仕組みづくり 　２ 高齢者を支える仕組みづくり　 ３ 障害者を支える仕組みづくり
４ こどもと子育てを支援する仕組みづくり　５ 健康づくり　 ６ 防犯・防災に対する取組み
７ 担い手の拡大とボランティアの促進　 ８ 福祉教育・啓発　 ９ 地域のつながりづくり
10 相談支援体制と情報提供の充実

地区部会エリア 重点取組項目

稲毛地区部会エリア

②
地域のイベントなどを通じて
の地域交流・多世代交流

9

新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう
中、感染予防を第一にしたうえで活動を再
開・拡大してゆく。
　特に昨年度に関わりを持つことが困難だっ
た高齢者の健康面に留意して取り組む。

　新型コロナウイルス感染症の影響により地域交流・多世代
交流を目的としたイベント等は中止となる中、地区部会が町
内自治会や民生委員等の関係団体と今後の実施方法等につい
て検討を行った。

・ワクチン未接種による参加者の選
定。
・新規の参加者を募集したいが、新型
コロナウイルス感染症の影響により集
まらない。
・「喋れない」「食べられない」等、
サロンの内容を見直す必要がある。
・開催の有無についてボランティアの
意見も分かれ、このタイミングで辞め
てしまう。

　これまでどおり、手指消毒やマス
クの着用、ソーシャルディスタンス
等の感染対策を取りながら、状況に
応じた形で開催していきたい。

　【人口・世帯数】

12,078人／5,827世帯

　【町内自治会数】

15町内自治会

5



取組み
テーマ

令和３年度の取組みの方向性 令和３年度の実績
令和３年度の取組みにおいて
困難だった点・今後の課題

令和４年度の取組みの方向性

JR稲毛駅前付近は高層大規模な集合住
宅が林立し、若い世代が集中して、戸建
て住民を牽引する形で地域意識が好い町
作りの方向に変容しつつある。

集合住宅と戸建住宅が混在する稲毛の
台地部で、快速の停車駅JR稲毛駅と、京
成稲毛駅はバスの利用なしで行ける。

エリアは7つの自治会から成るが、JR稲
毛駅至近に建つ1マンション区が小学校区
は稲丘小、地区部会は小中台西エリアに
属し、双方の地区部会活動に関わってい
る。

⑥
地域での福祉教育の普及・啓
発

④
地域住民の参加による見守
り・支え合い

地区部会が、町内自治会と連携・協力し、町内自治会館な
どにおいて、いきいきサロン（4/6か所 47回）を実施し、
住民同士が気軽に集える居場所づくりに取り組んだ。

また、一部の町内自治会においてラジオ体操や花壇づくり
などを実施した。

　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう
中、感染予防を第一にしたうえで活動を再
開・拡大してゆく。
　特に昨年度に関りを持つことが困難だった
高齢者の健康面に留意して取り組むととも
に、複数の事業で関りを持っているエリア内
小学校とも協調した検討をしてゆく。

1･7

地区部会や町内自治会などが連携・協力し、一人暮らし高
齢者等に対して、いきいきサロン（4/6か所 47回）を通じ
ての声かけや町内自治会が民生委員と連携して、防犯パト
ロール等による住民主体の見守り活動に取り組んだ。

⑤
福祉活動の中核となれる人材
の発掘・育成

7

地区部会や町内自治会、スポーツ振興会などと連携し、地
域活動や町内自治会の広報等を通じて、地域活動の担い手確
保に取り組んだ。

9

地区部会や町内自治会、スポーツ振興会、民児協などが相
互に連携・協力し、地域交流を目的としてグラウンドゴルフ
など地域活動に取り組んだ。

9･10

地区部会や町内自治会、スポーツ振興会、民児協などが相
互に連携・協力し、地域交流を目的としてグラウンドゴルフ
など地域活動に取り組んだ。

8

地区部会が小学校と連携して、敬老会などの地域行事への
参加を呼びかけ、活動を通じて福祉教育の普及・啓発に取り
組んだ。

⑦
公共施設や空き店舗などを活
用した身近な居場所づくり

稲毛区支え合いのまち推進計画に準じた取組状況（令和３年度）個票
【取組みテーマ】 １見守りの仕組みづくり 　２ 高齢者を支える仕組みづくり　 ３ 障害者を支える仕組みづくり
４ こどもと子育てを支援する仕組みづくり　５ 健康づくり　 ６ 防犯・防災に対する取組み
７ 担い手の拡大とボランティアの促進　 ８ 福祉教育・啓発　 ９ 地域のつながりづくり
10 相談支援体制と情報提供の充実

地区部会エリア 重点取組項目

稲丘地区部会エリア

①
あいさつから始まる地域との
関わり

9

町内自治会や学校、セーフティウォッチャーなどが連携・
協力し、稲丘小の登校時の児童へのあいさつや、町内自治会
が防犯パトロールの際に、住民への声掛けをおこなうなど、
あいさつ運動に取り組んだ。

また、交通安全運動（春・夏）の期間中に青少年育成委員
会が声掛け・挨拶運動に取り組んだ。

　【人口・世帯数】

12,189人／5,664世帯

　【町内自治会数】

7（１）町内自治会

　【高齢化率】

・地域の高齢化に伴い、新たな担い手
の育成・確保に取り組む必要がある。
・コロナ禍で多くの活動が休止してし
まい、ボランティアのモチベーション
をどのように維持していくか。

・町内自治会、民児協、あんしんケ
アセンター等の関係団体と連携し
て、活動の精査を行い、地域に必要
な活動に取り組んで行きたい。
・これまでどおり、手指消毒やマス
クの着用、ソーシャルディスタンス
等の感染対策を取りながら、状況に
応じた形で開催していきたい。
・町内自治会との意見交換・情報共
有を積極的に行い、地域の活性化を
図りたい。

2･3
4･9

18.0%

②
地域のイベントなどを通じて
の地域交流・多世代交流

　【地域の特徴】

③
地域で活動している人・組織
同士の連携・協力

6



稲毛区支え合いのまち推進計画に準じた取組状況（令和３年度）個票
【取組みテーマ】 １見守りの仕組みづくり 　２ 高齢者を支える仕組みづくり　 ３ 障害者を支える仕組みづくり
４ こどもと子育てを支援する仕組みづくり　５ 健康づくり　 ６ 防犯・防災に対する取組み
７ 担い手の拡大とボランティアの促進　 ８ 福祉教育・啓発　 ９ 地域のつながりづくり
10 相談支援体制と情報提供の充実

取組み
テーマ

令和３年度の取組みの方向性 令和３年度の実績
令和３年度の取組みにおいて
困難だった点・今後の課題

令和４年度の取組みの方向性

・地域の高齢化に伴い、新たな担い手
の育成・確保に取り組む必要がある。
・コロナ禍で多くの活動が休止してし
まい、ボランティアのモチベーション
をどのように維持していくか。

・町内自治会、民児協、あんしんケ
アセンター等の関係団体と連携し
て、活動の精査を行い、地域に必要
な活動に取り組んで行きたい。
・これまでどおり、手指消毒やマス
クの着用、ソーシャルディスタンス
等の感染対策を取りながら、状況に
応じた形で開催していきたい。
・町内自治会との意見交換・情報共
有を積極的に行い、地域の活性化を
図りたい。

稲丘地区部会エリア

地区部会エリア 重点取組項目

⑫
地域住民を地域で守る取り組
み

⑧
健康づくりや介護予防の普
及・啓発

6

町内自治会が地域内の小・中学校（稲丘小、稲毛小、小中
台南小、稲毛中）のＰＴＡと連携し、毎年更新するエリア内
の危険個所のマップを作成し、地域住民へ情報提供を行っ
た。

⑩ 身近な地域の相談相手の確保 10

地区部会が町内自治会や民児協、あんしんケアセンター、
行政と連携し、活動を通じて地域住民と顔見知りの関係を築
き、身近な相談相手となる関係づくりに努めた。

⑪
いざというときに必要な情報
把握や防災講座等の開催

6

一部の町内自治会において、千葉市や消防と連携協力し、
地域住民を対象とした防災訓練を実施するとともに、避難所
運営委員会が稲丘小学校で避難所開設訓練を実施するなど、
住民一人ひとりの防災意識の向上に取り組んだ。

　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう
中、感染予防を第一にしたうえで活動を再
開・拡大してゆく。
　特に昨年度に関りを持つことが困難だった
高齢者の健康面に留意して取り組むととも
に、複数の事業で関りを持っているエリア内
小学校とも協調した検討をしてゆく。

5

地区部会がスポーツ振興会や町内自治会やあんしんケアセ
ンターと連携・協力し、いきいきサロン（4/6か所 47回）
や自治会における早朝ラジオ体操を実施して、高齢者に対す
る健康づくりや介護予防に取り組んだ。

⑨ 地域の情報の収集と発信 10

地区部会が町内自治会、民児協と連携協力して常任理事会
等の会議に参加し情報共有を行うとともに、地域住民に対し
て、地区部会だより（1回発行）や町内自治会の広報紙など
により、地域活動の情報発信に取り組んだ。

7



取組み
テーマ

令和３年度の取組みの方向性 令和３年度の実績
令和３年度の取組みにおいて
困難だった点・今後の課題

令和４年度の取組みの方向性

9･10

地区部会や町内自治会、民児協、スポーツ振興会などが連
携・協力し、グラウンドゴルフなど地域活動に取り組んだ。

地区部会が区健康課やあんしんケアセンター、シニアリー
ダー、スポーツ振興会等と連携・協力し、高齢者に対してい
きいきサロン（3/4か所 16回）やシニアリーダー体操、グ
ラウンドゴルフやボッチャを実施するなど、健康づくりや介
護予防の普及・啓発に取り組んだ。5

⑪
いざというときに必要な情報
把握や防災講座等の開催

6

各町内自治会で独自に防災訓練を行い、災害時の支援体制
づくりに取り組んだ。

　【高齢化率】

34.1%

③
地域で活動している人・組織
同士の連携・協力

　【地域の特徴】

2,000世帯から成る千草台団地を中心
に、戸建て、マンション等がある全8自治
会で構成されている。エリア内には千葉
県総合スポーツセンター、千葉都市モノ
レールも走り、また京葉道路と国道で分
断されているのも特徴的である。最近で
は萩台町の旧水田地帯に新築戸建の開発
が進んでいる。前記の千草台団地の高齢
化率は区内で3番目に高い47.6%である。

⑧
健康づくりや介護予防の普
及・啓発

稲毛区支え合いのまち推進計画に準じた取組状況（令和３年度）個票

【取組みテーマ】 １見守りの仕組みづくり 　２ 高齢者を支える仕組みづくり　 ３ 障害者を支える仕組みづくり
４ こどもと子育てを支援する仕組みづくり　５ 健康づくり　 ６ 防犯・防災に対する取組み
７ 担い手の拡大とボランティアの促進　 ８ 福祉教育・啓発　 ９ 地域のつながりづくり
10 相談支援体制と情報提供の充実

地区部会エリア 重点取組項目

千草台中学校地区部会エリア

②
地域のイベントなどを通じて
の地域交流・多世代交流

9

　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう
中、感染予防を第一にしたうえで活動を再
開・拡大してゆく。
　特に昨年度に関わりを持つことが困難だっ
た高齢者の健康面に留意して取り組む。

新型コロナウイルス感染症の影響により地域交流・多世代
交流を目的としたイベント等が中止とりましたが、地区部会
が町内自治会や民生委員等の関係団体と今後の実施方法等に
ついて検討を行った。

・若い世代が地域活動に対しての関心
が無いため、新たな担い手確保に向け
た働きかけを行う必要がある。

・これまでどおり、手指消毒やマス
クの着用、ソーシャルディスタンス
等の感染対策を取りながら、状況に
応じた形で開催していきたい。

　【人口・世帯数】

17,007人／4,676世帯

　【町内自治会数】

8町内自治会

8



取組み
テーマ

令和３年度の取組みの方向性 令和３年度の実績
令和３年度の取組みにおいて
困難だった点・今後の課題

令和４年度の取組みの方向性

町内自治会や民児協、ＵＲなどが連携・協力し、町内自治
会の会合等で見守りに対する啓発活動を行うなど、地域住民
による見守り活動に取り組んだ。

また、いきいきサロン参加者への呼びかけや民生委員によ
るあんしんカードの配布等を行うなど、高齢者への見守りに
取り組んだ。

　【地域の特徴】

⑦
公共施設や空き店舗などを活
用した身近な居場所づくり

2･3
4･9

地区部会が町内自治会や民児協などと連携・協力し、高齢
者等に対していきいきサロン（8/12か所 16回）や子育て中
の親子を対象とした対して子育てサロン（1/2か所 8回）を
継続して実施するなど、身近な居場所づくりに取り組んだ。

　京葉道路の一部、穴川インターチェン
ジの一部をエリアに含み、概ねエリアの
中央を走る国道16号線を境に東西へまた
がっている昔は山だらけだったという地
域には古くからの戸建て、アパート群の
中に新設のマンションが建設され、新旧
住民が混在している。
　エリア内で一番世帯数の多いあやめ台
団地については、昭和41年の入居開始か
ら56年が経過、約半世紀を経た今、稲毛
区内で5番目の高齢化率(45.4%)、住民の
半数近くが高齢者となっている。高齢者
（高齢化・孤立死等）と子育て（低所
得・家庭崩壊等）の2つが顕著な問題であ
る。

⑧
健康づくりや介護予防の普
及・啓発

5

地区部会が町内自治会や民児協、区健康課やあんしんケア
センターなどと連携・協力し、高齢者等に対していきいきサ
ロン（8/12か所 16回）や散歩クラブ（3/3か所 34回）を
継続して実施するとともに、一部のエリアで健康測定会や認
知症サポーター養成講座などを実施して健康づくりや介護予
防の普及・啓発に取り組んだ。

⑪
いざというときに必要な情報
把握や防災講座等の開催

6

一部の町内自治会（自主防災会）が地域住民に対して防
災・避難訓練や回覧で新規の希望者を募り要支援者の名簿作
成を行い、住民一人ひとりの災害時に備えた意識の向上に取
り組んだ。

また、避難所運営委員会が区地域振興課と協力して、避難
所開設訓練を実施するなど、防災意識の向上に努めた。

　【高齢化率】

28.2%

④
地域住民の参加による見守
り・支え合い

1･7

稲毛区支え合いのまち推進計画に準じた取組状況（令和３年度）個票
【取組みテーマ】 １見守りの仕組みづくり 　２ 高齢者を支える仕組みづくり　 ３ 障害者を支える仕組みづくり
４ こどもと子育てを支援する仕組みづくり　５ 健康づくり　 ６ 防犯・防災に対する取組み
７ 担い手の拡大とボランティアの促進　 ８ 福祉教育・啓発　 ９ 地域のつながりづくり
10 相談支援体制と情報提供の充実

地区部会エリア 重点取組項目

草野地区部会エリア

②
地域のイベントなどを通じて
の地域交流・多世代交流

9

　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう
中、感染予防を第一にしたうえで活動を再
開・拡大してゆく。
　特に昨年度に関わりを持つことが困難だっ
た高齢者の健康面に留意して取り組む。

一部の町内自治会がスポーツ振興会や青少年育成委員会、
子ども会と連携・協力し、夕涼み会、ラジオ体操、防災訓練
などを継続して企画実施し、幅広い世代が参加交流できる場
づくりに取り組んだ。

・担い手の高齢化や新型コロナウイル
ス感染症の影響により、士気が低下し
地域活動に対して消極的になってい
る。
・認知症高齢者や様々なハンディ
キャップを抱えた方が増加し、問題・
課題が複雑になってきている。
・若い世代が地域活動に対しての関心
が無いため、新たな担い手確保に向け
た働きかけを行う必要がある。

・個人の特技を登録制にして、支え
合いやサロン活動の担い手として地
域活動に活用していきたい。

　【人口・世帯数】

21,438人／9,786世帯

　【町内自治会数】

22町内自治会

9



取組み
テーマ

令和３年度の取組みの方向性 令和３年度の実績
令和３年度の取組みにおいて
困難だった点・今後の課題

令和４年度の取組みの方向性

地区部会をはじめ町内自治会や民児協、青少年育成委員
会、スポーツ振興会と相互に連携・協力して、緑ンピック等
のイベントや、民児協と子どもルームが行う交流会、防犯活
動などの地域活動に取り組んだ。

また、福祉活動推進員を増員するなど、これからの地域福
祉を担う人材の確保に努めた。

　【地域の特徴】

柏台、長沼町の一部、宮野木町の一
部、園生町の一部、あやめ台の一部をエ
リアとしている。あやめ台団地内の一街
区、二街区はあやめ台小学区、三街区は
柏台小学校区と、団地内で学区が分かれ
ている。町がつく場所には古くからの住
民と、最近立ち始めた戸建て等に転入し
てくる新しい方とが融合している。

④
地域住民の参加による見守
り・支え合い

1･7

一部の町内自治会において、単身・高齢者世帯に対しゴミ
出し・見守り支援を行うなど、住民同士の支え合い活動に取
り組んだ。

　【高齢化率】

33.3%

③
地域で活動している人・組織
同士の連携・協力

9･10

稲毛区支え合いのまち推進計画に準じた取組状況（令和３年度）個票
【取組みテーマ】 １見守りの仕組みづくり 　２ 高齢者を支える仕組みづくり　 ３ 障害者を支える仕組みづくり
４ こどもと子育てを支援する仕組みづくり　５ 健康づくり　 ６ 防犯・防災に対する取組み
７ 担い手の拡大とボランティアの促進　 ８ 福祉教育・啓発　 ９ 地域のつながりづくり
10 相談支援体制と情報提供の充実

地区部会エリア 重点取組項目

緑が丘地区部会エリア

①
あいさつから始まる地域との
関わり

9

新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう
中、感染予防を第一にしたうえで活動を再
開・拡大してゆく。

特に昨年度に関わりを持つことが困難だっ
た高齢者の健康面に留意して取り組む。

町内自治会や老人会による地域の防犯パトロールや、セー
フティウォッチャーによる宮野木小の登下校時の声掛けな
ど、地域内のあいさつ運動に取り組んだ。

・地域活動を計画に沿って推進してい
たが、新型コロナウイルス感染症拡大
に伴い活動内容を大幅に縮小せざるを
得ず、特に高齢者の健康面で不安を訴
える声が聞かれた。

・感染予防を第一にしたうえで活動
を再開・拡大していきたい。

　【人口・世帯数】

16,783人／7,991世帯

　【町内自治会数】

27町内自治会

10



取組み
テーマ

令和３年度の取組みの方向性 令和３年度の実績
令和３年度の取組みにおいて
困難だった点・今後の課題

令和４年度の取組みの方向性

地区部会や町内自治会自主防災会などが連携・協力し、防
災連絡会を実施し、地域住民に対し防災に関する意識の向上
に取り組んだ他、6自治会において防災訓練を行った。

また、地域住民を対象として、災害時や緊急時の備えとし
て、地区部会が主催の救急法講座を開催した。

1･7

地区部会が町内自治会・民児協と連携・協力して行う、
「301地区支え合いの会」において、高齢者等を対象にゴミ
出しや買物の手伝いの他、多様なニーズに対応するなど、住
民同士の支え合い活動に取り組んだ。

また、継続して2町内自治会において、「無事です」ス
テッカーを活用した安否確認や、行事の参加者へ声かけによ
る見守り活動に取り組んだ。

　【地域の特徴】

　中央区、若葉区との境に接しているた
め、地域内にある都賀小学校へは稲毛
区、中央区から、千草台東小学校へは若
葉区、中央区、稲毛区の児童が通学して
いる。また、都賀中へは稲毛区、若葉
区、中央区の生徒が通学している。自治
会が結成されていない主なマンションは5
カ所、350世帯ある。

⑨ 地域の情報の収集と発信 10

地区部会や町内自治会、民児協、各種活動団体・関係機関
が会議等に参加し、情報共有を行うとともに、広報紙（2回
発行）などを通じて地域住民に対する地域活動等の情報発信
に取り組んだ。

⑪
いざというときに必要な情報
把握や防災講座等の開催

　【高齢化率】

26.2%

④
地域住民の参加による見守
り・支え合い

6

稲毛区支え合いのまち推進計画に準じた取組状況（令和３年度）個票
【取組みテーマ】 １見守りの仕組みづくり 　２ 高齢者を支える仕組みづくり　 ３ 障害者を支える仕組みづくり
４ こどもと子育てを支援する仕組みづくり　５ 健康づくり　 ６ 防犯・防災に対する取組み
７ 担い手の拡大とボランティアの促進　 ８ 福祉教育・啓発　 ９ 地域のつながりづくり
10 相談支援体制と情報提供の充実

地区部会エリア 重点取組項目

301（作草部・天台）地区部会エリア

②
地域のイベントなどを通じて
の地域交流・多世代交流

9

　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう
中、感染予防を第一にしたうえで活動を再
開・拡大してゆく。
　特に昨年度に関わりを持つことが困難だっ
た高齢者の健康面に留意して取り組む。

新型コロナウイルスの感染拡大により、例年行われていた
地域行事や地区部会と小学校との共同事業は中止になった
が、次年度に向けて、行事の実施方法等について関係者間で
協議を行った。

・新型コロナウイルス感染症の影響に
より、集まることができず、それに伴
いコミュニケーション不足が生じ、情
報交換・共有ができない。

・行事や会議など、可能な限り参加
できる場を持ち、新型コロナウイル
ス感染症の影響で希薄になっていた
繋がりを取り戻していきたい。

　【人口・世帯数】

13,622人／6,680世帯

　【町内自治会数】

15町内自治会

11



取組み
テーマ

令和３年度の取組みの方向性 令和３年度の実績
令和３年度の取組みにおいて
困難だった点・今後の課題

令和４年度の取組みの方向性

9

新型コロナウイルス感染症の影響により地域交流・多世代
交流を目的とした「納涼祭」や「社協まつり」等の行事は中
止。地区部会が町内自治会や民生委員等の関係団体と問題・
課題の検証を行い、今後の実施方法等について検討を行っ
た。

また、子育て中の親子の交流を目的を対象とした、子育て
サロン（1/1か所 4回）を実施した他、子育てサークルの交
流会や情報交換会等の活動に対しバックアップを行った。

地区部会が主催の高齢者を対象としたいきいきサロン
（1/3か所 3回）やパーソナルカラー講座（心の健康講
座）、地域内の公園（3か所）でラジオ体操を開催すること
により、心身の健康づくりや介護予防の普及・啓発に取り組
んだ。5

⑫
地域住民を地域で守る取り組
み

6

民生委員活動を通じて、高齢者等に対し声かけによる安否
確認を行った。

また、一部の町内自治会が、週2回の防犯パトロールや
「無事ですタオル」を配布するなど、見守り活動に継続して
取り組むとともに、「防犯ステッカー」を防犯活動協力者の
自転車に掲示するなどして、地域内の防犯活動に取り組ん
だ。

　【高齢化率】

22.6%

②
地域のイベントなどを通じて
の地域交流・多世代交流

　【地域の特徴】

ＪＲ線を境に、南に走る国道357号線まで
の緑町、黒砂、黒砂台1丁目～2丁目をエ
リアとし、中心を京成線が東西に走って
いる。文教施設があり、または隣接して
いることもあり、日中の学生数、またエ
リアにも学生が点在し居住しているのも
特徴である。

⑧
健康づくりや介護予防の普
及・啓発

稲毛区支え合いのまち推進計画に準じた取組状況（令和３年度）個票
【取組みテーマ】 １見守りの仕組みづくり 　２ 高齢者を支える仕組みづくり　 ３ 障害者を支える仕組みづくり
４ こどもと子育てを支援する仕組みづくり　５ 健康づくり　 ６ 防犯・防災に対する取組み
７ 担い手の拡大とボランティアの促進　 ８ 福祉教育・啓発　 ９ 地域のつながりづくり
10 相談支援体制と情報提供の充実

地区部会エリア 重点取組項目

緑・黒砂地区部会エリア

①
あいさつから始まる地域との
関わり

9

　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう
中、感染予防を第一にしたうえで活動を再
開・拡大してゆく。
　特に昨年度に関わりを持つことが困難だっ
た高齢者の健康面に留意して取り組む。

町内自治会や学校（ＰＴＡ）が連携し、一定期間に、通学
路や学校周辺であいさつ運動を行うとともに、見守り隊によ
るあいさつ（声掛け）や、月1回、学校からのお知らせを自
治会回覧で配布するなど、子どもから大人までが顔なじみに
なるよう、継続的にあいさつ運動へ取り組んだ。

・新型コロナウイルス感染症の自粛期
間中に外出の機会が減ったことで、参
加者のモチベーションが低下。体調を
崩したり介護が必要になったりして来
られなくなった方が多数出ている。

・状況に応じて活動内容の変更や規
模を縮小するなど、実施できること
から行っていく。
・健康づくり、介護予防を重視した
活動を行う。
（秋頃からシニアリーダー体操を自
治会で実施）

　【人口・世帯数】

9,095人／4,894世帯

　【町内自治会数】

7町内自治会
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取組み
テーマ

令和３年度の取組みの方向性 令和３年度の実績
令和３年度の取組みにおいて
困難だった点・今後の課題

令和４年度の取組みの方向性

　【人口・世帯数】

　【町内自治会数】

　【高齢化率】

　【地域の特徴】

23.3%

9

地域交流・多世代交流を目的とした「小中台東西社協まつ
り」やその他のイベントが新型コロナウイルス感染症の影響
により中止となる中、地区部会が町内自治会や民生委員等の
関係団体と問題・課題の検証を行い、今後の実施方法等につ
いて検討を行った。

小仲台1丁目から9丁目までがエリアで
あり、昔からの旧戸建て住宅の旧住民
と、新設の大型マンションに転入して暮
らす新住民とが混在している。

④
地域住民の参加による見守
り・支え合い

1･7

７町内自治会が一人暮らし高齢者に対して防犯パトロール
や電話等による安否確認の見守りに継続的に取り組んだ他、
地区部会が町内自治会や民児協と連携・協力し、いきいきサ
ロン（7/12か所 18回）の活動を介して高齢者等の見守りに
取り組んだ。

また、一部の自治会で平常時のほか、災害時など緊急時の
見守りとの2パターンを想定した見守り活動に取り組んだ。

稲毛区支え合いのまち推進計画に準じた取組状況（令和３年度）個票
【取組みテーマ】 １見守りの仕組みづくり 　２ 高齢者を支える仕組みづくり　 ３ 障害者を支える仕組みづくり
４ こどもと子育てを支援する仕組みづくり　５ 健康づくり　 ６ 防犯・防災に対する取組み
７ 担い手の拡大とボランティアの促進　 ８ 福祉教育・啓発　 ９ 地域のつながりづくり
10 相談支援体制と情報提供の充実

地区部会エリア 重点取組項目

小中台西地区部会エリア

①
あいさつから始まる地域との
関わり

9

新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう
中、感染予防を第一にしたうえで活動を再
開・拡大してゆく。

特に昨年度に関わりを持つことが困難だっ
た高齢者の健康面に留意して取り組む。

また、活動従事者同士の会合などをオンラ
イン化する試みも検討してゆく。

地区部会が近隣の小学校（小中台小・小中台南小・園生
小・柏台小）と連携して、あいさつをテーマにした標語作品
を募集し、小中台公民館において、優秀作品の掲示並びに表
彰を行うとともに、あいさつ運動のステッカーを町内自治会
へ配布するなど、あいさつ運動の普及・啓発に取り組んだ。

また、町内自治会やセーフティウォッチャーへと連携し
て、防犯パトロールを兼ねたあいさつ・声かけ運動や登下校
時のあいさつ運動に取り組んだ。

・新型コロナウイルス感染症の影響に
より、会場の確保が難しいため活動内
容の検討や新たな会場の確保に取り組
む必要がある。
・利用者はサロン等の再開を望んでい
るが、ボランティアの中で再開に関し
て意見が分かれている。
・オンラインを利用した活動を展開し
ていきたいが、できる・できないの差
がある。

・これまでどおり、手指消毒やマス
クの着用、ソーシャルディスタンス
等の感染対策を取りながら、状況に
応じた形で開催していきたい。
・年度内に地域内で見守り活動に関
する勉強会（意見交換会）を開催し
たい。

21,323人／9,947世帯

27町内自治会

②
地域のイベントなどを通じて
の地域交流・多世代交流
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